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Ｏ
Ｂ
会
会
長
に

植
日
会
長
が
自
ら
会
長
群
任
の
意
向
を
示
さ
れ
た
の
は
か
な
り

以
前
に
さ
か
の
ば
る
。
植
田
会
長
は

「会
長
と
し
て
日
を
全
う
し

て
こ
そ
会
長
日
で
あ
る
」
こ
と
を
■
き
、
ご
自
身
の
事
業
拡
大
に

よ
り
０
０
会
へ
の
貢
献
度
が
舞
れ
る
事
を
危
僚
し
て
諄
任
に
踏
み

切
っ
た
と
い
う
も
の
。
こ
れ
を
受
け
て
、
役
員
の
多
く
は

「会
長

は
象
徴
」
と
し
て
留
任
を
求
め
て
き
た
が
、
２
年
前
、
■
関
紙
に

て
正
式
に
辞
任
の
意
向
を
表
明
し
、
同
時
に
新
会
長
の
候
補
を
”

る
事
に
な
っ
た
．　
ｃ
の
度
、
９
期
の
竹
本
〓

一
氏
の
立
候
補
に
よ

り
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
、
新
会
長
“
生
の
運
び
と
な
っ
た
．

現
在
の
Ｏ
Ｂ
会
が
４
期
の
林
清
治
氏

を
中
心
に
具
体
的
に
組
閣
、
発
足
さ
れ

た
の
が
昭
和
５９
年
、
そ
の
年
の
９
月
に

第
１
回
総
会
が
雄
々
し
く
も
１
０
４
名

参^
加
率
∞
％
弱
一
の
会
員
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
会
長
が
今
期

ま
で
の
長
期
に
置
り
Ｏ
Ｂ
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
３
期
の
植
田
淳

一
氏
で
あ

る
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
問

実
に
■
年
に
及
ぶ
歳
月
を
取
え
る
．
植

田
前
会
長
の
就
任
時
に
は
投
員
　
幹
事

に
よ
る

「年
に

一
度
の
幹
事
会
」
を
本

年
に
至
る
ま
で
國
け
さ
れ
、
第
１
回
か

ら
９
回
に
及
ぶ
総
会
の
運
営
、
そ
の
商

に
機
関
紙

「あ
る
べ
じ
お
」
の
発
行
、

現
役
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｏ
Ｂ
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
数
々
の
重
要
な

Ｏ
Ｂ
会
の
行
事
を
発
足
　
励
行
さ
れ
た
。

そ
の
機
田
氏
も
平
成
１０
年
頃
よ
り
ご
自

身
の
仕
事
上
の
問
題
に
よ
り
自
ら
会
長

に
な
っ
た
が
、
森
兼
氏
は
第
１
回
Ｏ
Ｂ

コ
ン
サ
ー
ト
の
実
行
委
員
長
、
第
１
回

Ｏ
Ｂ
会
独
重
秦
濱
奏
会
の
主
宰
者
と
し

て
主
な
Ｏ
Ｂ
演
奏
会
を
成
功
に
導
い
た

指
導
者
で
も
あ
り
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ

「伍
線
会
」
の
代
表
幹
事
も

務
め
て
い
る
．
そ
の
他
の
役
員
に
つ
い

て
は
８
貢
の
役
員
組
織
図
を
，
照
く
だ

さ
い
。

Ｏ
Ｂ
会
は
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

指
導
者
　
指
揮
官
を
替
え
な
が
ら
進
展

し
て
お
り
ま
す
．
こ
れ
か
ら
も
会
員
の

皆
様
の
要
望
に
応
し
て
随
時
変
化
、
進

歩
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
年
に
渡

り
枯
野
状
態
で
あ
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
に
見
事

な
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
植
日
前

会
長
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

辞
任
を
提
言
さ
れ
、
後
任
者
を
凛
宋
す

る
事
と
な
っ
た
．
会
長
の
資
任
者
饉
し

と
な
る
と
一
般
役
員
や
幹
事
の
そ
れ
と

は
大
違
い
で
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

機
関
紙
で
募
り
　
役
員
や
各
学
年
幹
事

に
自
田
　
他
鷹
の
お
伺
い
を
立
て
る
等

ほ
ぼ
２
年
の
月
日
を
経
て
、
本
年
春
に

９
期
の
竹
本
真

一
氏
に
名
乗
り
を
上
げ

て
頂
い
た
次
第
で
あ
る
．

竹
本
氏
は
Ｏ
Ｂ
会
発
足
当
初
よ
り
９

期
の
代
表
幹
事
と
し
て
Ｏ
Ｂ
会
の
主
た

ら
会
合
に
は
積
極
的
に
，
加
し
、
ま
た

事
務
局
長
の
要
●
を
も
務
め
Ｏ
Ｂ
会
の

か
な
め
と
な
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
．

竹
本
氏
の
会
長
就
任
に
よ
り
１６
年
に
及

ん
だ
ね
国
内
閣
が
更
な
る
進
展
へ
の
一

歩
を
腱
み
出
す
事
と
な
っ
た
．
ま
た
、

こ
の
人
事
に
よ
り
事
蒻
局
長
が
９
期
の

高
本
腱
ｉ
■
と
な
る
．
他
に
も
、
曹
理

部
が
‐９
期
の
前
田
佳
宣
氏
か
ら
同
期
の

木
村
清
三
氏
に
．
木
村
氏
に
は
Ｏ
Ｂ
会

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
バ
ソ
コ

ン
関
連
へ
の
作
素
に
撲
わ
っ
て
頂
く
事

に
な
る
．

ま
た
、
‐７
期
の
森
兼
弘
民
に
は
新
た

に

「事
嘉
局
」
に
就
任
し
て
頂
く
こ
と

Ｏ
Ｂ
会
の
発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
前
会
長
で
あ

る
植
田
淳

一
さ
ん
の
ご
尽
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
仕
掛
け
人
と
も
申
し
上
げ

て
も
過
言
で
は
な
い
第
４
期
の
林
清
治

さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
忍
耐
、
努
力
が
あ

っ
て
こ
そ
出
来
上
が

っ
た
Ｏ
Ｂ
会
な
の

で
あ
り
ま
す
．

「
あ
る
べ
じ
お
」
の
創
刊
号
を
読
み

返
し
ま
す
と
植
田
さ
ん
は
林
さ
ん
の
功

餞
を
轟
え
て
お
ら
れ
ま
す
．
こ
の
事
は

当
時
を
知

っ
て
い
る
者
の
共
通
の
思
い

で
す
。

第
９
期
　
竹
本
■

一

Ｏ
Ｂ
会
在
饉
者
は
通
常
増
え
続
け
て

い
ま
す
　
し
か
し
、
Ｏ
Ｂ
会
渡
奏
会
、

Ｏ
Ｂ
会
独
重
奏
会
、
そ
し
て
秋
の
現
役

合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
も
参
加

さ
れ
る
方
の
顔
ぶ
れ
が
い
つ
も
同
じ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
．
Ｏ
Ｂ

会
の
行
事
だ
か
ら
、
と
い
う
意
識
で
は

な
く
、
大
学
時
ヽ
に
同
じ
釜
の
飯
を
食

っ
た
仲
じ
ゃ
―
あ
り
ま
せ
ん
か
′
と
い

う
軽
い
乗
り
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
．

ご
老
体
，
こ
に
い
つ
ま
で
も
役
員
を

続
け
て
い
た
だ
い
て
は
お
気
の
毒
、
と

い
う
意
識
と
若
い
人
た
ち
の
積
極
的
な

，
加
を
目
指
し
て
今
回
立
候
補
し
、
承

認
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

前
任
者
の
よ
う
に
う
ま
く
事
が
運
ぶ

と
は
、
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
が
、
持
ち

前
の
楽
天
主
義
　
い
い
加
減
さ
は
、
皆

さ
ん
を
Ｏ
Ｂ
会
の
行
事
に
駆
り
立
て
て

い
た
だ
け
る
事
と
口
っ
て
お
り
ま
す
。
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第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
１６
年
前
に
な
る
．
そ

の
年
の
新
Ｏ
Ｂ
は
第
２‐
期
で
総
数
が
、
３
８
０
名
強
、
出

席
者
は
１
０
４
名
で
全
会
員
の
釣
２７
％
だ
つ
た
●
回
を
重

ね
る
毎
に
当
然
会
員
数
は
増
え
る
が
出
席
者
数
が
減

っ
て

い
く
の
は
寂
し
い
事
だ
が
現
実
で
あ
る
。
本
年
の
新
Ｏ
Ｂ

は
第
３７
期
で
会
員
総
数
は
５
７
４
名
に
な
っ
た
．
第
８
回

総
会
の
出
席
者
数
は
４０
名
で
、
今
回
は

一
人
少
な
く
３９
名
．

し
か
し
な
が
ら
今
回
は
初
の
試
み
で
、
開
催
日
を
土
曜
日

と
し
た
事
に
も
原
因
が
あ
っ
た
．
昨
今
で
は
当
然
の
よ
う

に
土
曜
日
を
休
日
と
す
る
風
潮
も
あ
る
の
で
、
Ｏ
Ｂ
会
で

も
実
験
的
に
土
曜
日
の
開
催
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
．
が
、

出
欠
の
返
信
を
頂
い
た
方
だ
け
で
も
投
員
２
名
を
含
む
５

名
の
会
員
が
出
動
を
理
由
に
欠
席
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は

次
同
へ
の
課
題
と
な
る
．

第
９
回
総
会
で
も
う

一
つ
の
初
の
試
み
は
関
西
大
学
内

で
開
催
し
た
事
。
会
場
は
止
門
の
南
棟
の
４
階
に
あ
る

「

ボ
ン
プ
ラ
ッ
ト
」
と
い
う
洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
．
当
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
３
時
３０
分
か
ら
総
会
、
４
時
か
ら
記
念
写
真

撮
影
、　
６
時
か
ら
７
時
ま
で
懇
親
会
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
出
席
者
に

は
も
う

一
つ
大

き
な
楽
し
み
が

が
あ
っ
た
．
写

真
撮
影
の
終
ｒ

後
懇
規
会
が
始

ま
る
ま
で
の
約

４５
分
程
の

「自

由
行
動
」
だ
，

出
席
者
は
思
い

思
い
に
学
内
を

散
策
、
在
籍
し

た
学
部
に
向
か

う
人
も
も
ち
ろ

第 9回 総会出席者

【1期 】 根本善弘 【3朗 】 植田淳- 14期 】 林清治/尻 池頴議/松 EB英輔/佐 藤紀之 [6期 】 曰丼彰彦

【6期 】 西尾保弘/孤 杉俊治/墨 勉 (7期 】 金銅恵津子 【8期 】 中島晃 【9期 】 丼上事/高 本健児/

竹本真―/中 島るり/鳥 丼正 【10期】 浅野―則/小 寺章/篠 田年晴 【12期】 青木敏明/山 本直次/憂 目峰由

【●期】 岸本書司/久 留島武司/吉 岡努/EB中 淳志/1t本 恒―/曰 笠鉄餞 【●期】 山□勉 【●期】 表具正隆/

楠本正行/武 田秀夫 【1●口】 岡本□典 【17朗】 森兼弘/長 谷川容子 (19期 】 本村浩三/浅 丼悦子

【20期】 田中忍

閾菫会 キ崚社新 前関 式

会 士十 業長 員
会会会 次

の承兼ね邊招蓑蓑の第
辞 拠 告 告 山介 拶 拶 諄



ん
い
た
が
、
や
は
り
大
方
の
人
は
部
室

を
訪
れ
た
よ
う
だ
。
定
演
の
錬
習
の
た

め
に
集
ま
っ
て
い
た
現
役
生
も

「お
っ

さ
ん
集
団
」
の
突
然
の
訪
間
に
と
ま
ど

っ
て
い
た
そ
う
な
．

さ
て
、
今
回
の
総
会
は
例
回
の
進
行

役
の
９
期
の
竹
本
真

一
氏
が
１
頁
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
年
度
よ
り
会

長
に
就
任
し
た
た
め
、
１７
期
の
森
兼
弘

氏
に
懇
親
会
と
共
に
ご
足
労
い
た
だ
い

た
。
ま
ず
は
そ
の
会
長
人
事
が
あ
っ
た

た
め
異
例
の
前
　
新
会
長
挨
拶
か
ら
始

ま
る
事
と
な
っ
た
．
新
会
長
の
竹
本
氏

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

る
と
言
い
な
が
ら
も
就
任

に
つ
い
て
の
強
い
決
意
を

表
明
し
た
。
最
後
に
Ｏ
Ｂ

会
か
ら
植
日
前
会
長
へ
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

次
に
な
親
会
だ
が
こ
れ

も
初
の
試
み
で
立
食
形
式

に
て
行
わ
れ
た
．
Ｏ
Ｂ
会

と
い
う
事
か
ら
か
レ
ス
ト

ラ
ン
樹
の
配
慮
で
綺
子
も

ほ
ぼ
人
数
分
並
べ
ら
れ
て

い
た
が
、
元
気
で
何
よ
り
、

座
る
人
は
い
な
か
っ
た
よ

う
だ
．
出
席
者
は
毎
回
６

期
と
９
期
が
多
い
が
、
今

回
は
な
ん
と
１３
期
が
ト
ツ

プ
の
６
名
．
１３
期
は
学
内

で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
事
で
声
を
掛
け

合
っ
て
参
加
し
た
と
の
事
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ミ
ニ
同
期
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
．

ま
た
、
学
内
開
催
の
成
果
か
否
か
は
分

か
ら
な
い
が
こ
こ
数
回

「常
連
さ
ん
」

で
固
め
ら
れ
て
い
る
総
会
だ
が
、
今
回

は
４
名
の
初
お
加
者
を
迎
え
る
事
が
で

き
た
．
今
回
、

「出
し
も
の
」
は
特
に

用
意
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
久
々

に
出
席
者
全
員
の
自
己
紹
介
も
行
わ
れ
、

絶
弁
が
飛
び
交
い
、
終
始
笑
い
の
絶
え

な
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
．
会
食
は

２
時
間
と
い
う
制
限
が
あ
る
た
め
、
酔

う
暇
も
な
い
ま
ま
学
歌
　
逍
遥
歌
の
斉

唱
と
な
り
漱
会
し
た
。
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OB綸 薇
381第1回

第2回

第3回

“

4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

4 0 0

4 3 0

4 6 0

4 7 5

5 0 3

5 0 1

5 5 5

S50916(祝 )

S01914(曰 |

S31100(日 |

H2015(祝 |

"4 10 10 (祝
|

い 109

H8 0 15

574

H1010101祝,

H12107(■ )

総会出席者数

270%

181%
1 2 3 %

1 0 2 %
1 0 0 %

93%

87%

,2%

60%
6名

'加

～13期の面々

■平 成 11年
11/12金)く 現役生>第 37回定翔漬奏会

(メイシアター中ホール)
OB来 場者数24名

,72,(曰)第 11回現役合同リクレーシヨン
(淀川河川漱公園 パーペキュー)
〈19名

`加

〉口OB8名 、家族8名
現役四回生3名、
三回生 1名、二回生1名

12/11(■, OBコ ンサート実tr委員会 (以下 実行委員会)
第4回会議(ェスパーニャ)

12/27(■, 第12回伍凛会ゴルフコンペ

|六甲国際ゴルフ倶業部、10名お加)

■平 成 12年
1722■)案 lr委員会 第5回会議(エスパーニャ)
3/4(■ )実 行委員会 第6回会議1心斎橋 喫茶店)
4/13(本)実 行委員会 第7回会議(さとみ)
5/16(火)く 現投生>第 33回独奏演奏会

(メインアター小ホール|
OB来 場者数12名

6/17(水)実 行委員会 第8回会ll(さとみ|
6/21(水)実 行委員会 第9回会lm(さとみ|
7/9(曰 )平 成12年度幹事会

(エスパーニャ、15名出席鶴役生2名合),
7/19は , 実行委員会 第10回会僣 (きとみ)
10/10は )第 9回総会(|1西大学生協 BON PLAT)
10/21土 )第 3回 OBコ ンサート決起大会

(エスバーニャ 13名 ,加 |

■今 後 の 主 な 行 事

'1/12(曰
)第 5回 OB会 独童奏演奏会リハーサル
(エスパーニャ)

11ノ24(金)く 現役生>第 38回定期演奏会 (本紙8真

'照

|
(メインアター大ホール)

12/2(■, 第13回伍線会ゴルコンペ(本紙10頁参照)
(六甲国際ゴルフ倶楽部)

12/3(日)第 12回現役合同リクレーシヨン
(淀川レヽ一ベキュー大会、本紙10頁参照)

12/10日)第 5回 OB会 独重奏漬奏会(本紙8頁参照)
(辻久子記念弦楽アンサンプルホール|

12/23(■)実 行委員会 第11回会議(さとみ|

事 業 報 告 (平由 1鋼 1月～平出 2鋼 0月)
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案内ハガキに
を掲載しております。

仕事面 Cla第 4コ ーナーに差しか

かり、いよいよ自分の蓄積を爆発さ

せるべく、新規路線へ進行中です.

第11期 青木 朋幸

家内 (同期)と男ばかり3人 の子供

と、ちょっと太めのパビヨンと5人

と一匹で●らしています。両親が自

大 00の せいか、長男も関大に合格

し、電気ギターのバンドをやってい

ます。次男はタレント志望、三男は

最近になってクラシックギターに取

り組み出しました。もちろん、当時

のギターが活日しています。そのう

ち、瞑族で演彙会ができればいいな

と思っています.

第13期 田中

今年の 7月 8日 に11期の同意会を

行い、 9月 にはスしぶりに関大の部

室を訪問しました。クラフ活動をし

ていた時から30年過っても、同じ場

所にあり、想い出の品々ガ残ってい

たのにはビックリしました。

それから、同期の藤田 0日姓 ・石

川)真 智子さんが 7月 23日になくな

りました。同意会では電話でおおで

きたのに残念です。

第11期 福本 正明

長い問 “不明''になっていた私も

やっとお知らせをいただきました。

千葉で元気にしています。昔と少し

も変らぬ (?)妻 をお見せできな<て

残患です.

第13期 小山 よし子

4月 1日 に勤嘉先ガ合併しまして

新光証券0に 変りました。

第15期 表具 正饉

去年の10月から、自宅近くに会場

を借りて攣研敏窒を開いています.

生徒とはただ,14人 、なぜか内11人

が男の子です.我 ガ憲は娘 2人 なの

で毎回のように元気一杯の男の子に

'い

ています.

第17期 岩本 格子

この書、 6年 間住み債れました札

幌より転勤で画館市に来ています.

「ほな、これ早 (はよ)やってけれJ

なこ 関西弁と北海道弁をミックス

したフュージョンミユージック (?)

をやっています.

第18期 川島 降澄

手節柄、プライダルの司会で大阪

・神戸と走りまわる毎日が続いてお

ります。

前回のOB演 奏会では司会のご依

頼をいただきながら、失礼致しまし

た.次 回は皆さんがよろしければ必

ずさせていただきたいと思っていま

今気 娘が関西の大学に入をし、

実家の近くに住んでいますので 大

阪に行く薇会が増えました.

第12期 ,‖合 裕子

楽譜頂きました″ ―ヽ卜は何だっ

たでしょうか?(要 はやる気の問題

です)    第12期 山本 直次

この日は 目催日)は私油T口す

る西神ギターアンサン71しの演奏会

の日です。来年はギタリストの稲IB

氏をお迎えして演奏会をします.

西神ギターアンサンプル URL http:

//―  portnet nα jp/―tanimoto/

index htm1/guiter index/

第13期 谷本 脇男

この季節、パルコニーにはパジル、

チャイフヽ ローズマリー、オクラが

成っています。パ功 レとトマトのイ

タリアンサラダ、オクラのマヨネー

ズ和えなど手軽に野菜ガ取れるので

助かっています.

第■期 岡本 ■典

口栞に来て早や■年。東京の人と

おす時は東京象 関西の人と壼す時

は関西弁と使いわけてます。

第10期 木村 早芭

ぜひ出席して懐かしいおおをした

いのですム 11月初旬鈍 子出産の

予定で産体中です.

第20期 田上 裕美

最近は仕3が たいへん忙しくギタ

ーからは遠ざかっています.

第21期 北島 和彦

やば用でШ陰にとどまっておりま

す.可 もなく不可もなく、静かに時

が流れていきます.そ ろそろ大阪に

戻りたいのですよ いつになること

でしょう……

第30期 高原 瑞薇

ギター部のおかげで結婚の日をむ

かえることができそうです.ギ ター

壺盟で出会って以来 交際5年目と

なりますが1月に挙式となりました。

結婚後は久しぶりにギターをひっば

りだしてきて重奏でも練習しましょ

澤志

日本国内の製造グループとタイエ

場の兼務で 2ケ 月に 2～ 3週 間はタ

イ国にいます。なかなかギターを手

にする時間もない毎日です。

一度なつかしいメンパーと会いた

いのですが.

第17期 風谷 明峯

40歳 をすよ 人生の折り返し点
(平均寿命では)を少し意出し始めま

した。仕事以外に “瓢"の 部分で何

か楽しみややりたいことを見つけた

いと、捜している途中です.

第20期 小林 由佳理

学校の英語に不満のある方、英会

話をモノにしたいと思っている方、

約100年の伝続を誇るリンガフォン

アカデミー大阪校まで。無料見学受

付中 /

詳しくは公式ホームページ 10当

人橋 http://-l a co,p/ndex2

htm をどうぞ.

第26期 大橋 陽―

就職活動中です。

第37期 前田 貴志

す 。 第28期 塩山 元繁

何かと多忙で金もない。貧相な生

活を送っております.ギ ターも長い

こと弾いてないなあ……

第31期 八雲 純二

うか, 第

“

期 後藤 良嗣
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今年は結婚30年を迎えました.孫

も2歳 になり、成長が楽しみです.
Ⅲ
バア′ヽア"も いつまでも元気でい

たいと願っています。

第 6期  山本 雅子

病気のため

'年

の3月 に退日しま

した.現 在、自宅凛姜中です.

第 6期  目野 雅男

毎日、千人の子ども連の明るい笑

い声の中で元気に過ごしております。

第 6期 墨 勉

3年 前からフラメンコギターを再

開し、地域のギタークラフで楽しん

でいます。今年はあのビセンテ ‐ア

ミーゴも使用のあこガれのマニユエ

ル レジェスを入手.弾 き手の制ま

ヘタだけどギターは良くはっていま

分析装童の輸出営業をやっていま

す八 この所ぺらばうに忙しくて、

欧州出張が続いています。しかし、

10月2日から1週間特8jな体暇がも

らえて北海道へのんびり旅に行くこ

とになっております.

第 2期  秀沢 治

56オにもなると単身赴任をさせて

おくのは危ない ′我会社の故郷人事

で地元に舞い戻りしました.も う定

年まで死ぬまで動く事はないでしょ

卒業以来300年 振りにギターを再

開し、市民サークルに入り薇力なが

ら頑張っております。

第 3期  菅原 光生

今年の 2月中旬、梅田で同rJlの仲

間と久し振りに再会しました.30年

以上姜撻していても顔を見た瞬間に

言に戻りました。いいものですね。

これからも、現役の方々の活躍を楽

しみにしております.

第 5期  上●l 泰彦

この度の雪〔口事件につきまして、

多くの皆様に多大なる御迷議をおか

けしました.こ の場をお借りしまし

て深くお詫び申し上げます.'後 共、

倒支援購りたく存じます。

第6期  太田 ■

3/8、天の構立から三方五湖へ姜

と小旅行。その風 舞

“

市役所前を

洒りかけ、OB5期 の本EB安志せん

ばいと02年ぶりに再会.お 互いにど

うやら判明.「 れんガ鑽Jで しばし、

音話に花を咲かす.● 諾部長の=ロ

にご出世の由.二 =の 喜び.3● と

められるも、今後行事鬱加を強く要

薦し辞去す。アルペジオをくまなく

目を通されている由.事 務局に感日.

第6期  西躍 保弘

京都の山奥から会社まで2時間弱

かけて通っております。

第9期  松井 哲夫

昨年10月に22年間勤めたのパスコ
(航空測■最大手 東III一部)を 退

口し、11月よりい日威プランという

東京の小さな測■会社に就職しまし

た。輸セコムによるパスコの買収で、

お望退■を義るリストラの一環で応

募し退●しました.官 内すの予算削

減 ]ス ト縮減の最悪の環境の下で

何とが生き永らえています。

第9期  田浦 優―

9月初旬、清風学日 (期ヒ祭)で 、

フルート(敏口員)との重奏を楽しみ

ました.

第10期 西尾 義典

第9回組会の出欠
コメント頂いた分

9月 4曰より新しい会社に再就職

しました。この年になって新入社員

の時の気持ちに帰っております.

第5期 日丼 彰彦

馬を求めてドイツに行ってきまし

た.秋 には4頭購入の予定です.

第6期 襦 ●美子

介籠保険というヨ流に負けないよ

うにアレやコしや大変なミレニウム

を過ごしています.皆 さんも年金を

もらえるようになったら老人ホーム

が利用できるようになります。口相

談利用お持ちしております。ただし

私が生きていれば… ネ

第7期 永丼 正枝

11月10日(金)に」Rなんぼの市民

学習センターで声楽発表会に出演し

ます。9年 はヘンデルのオペラのア

リア 「涙の流れるままにJを独唱し

ます.蘭 ●にきてね ′な～んちゃっ

第 7期  金詢 恵津子

第 4期  今日 克忠

第 1期  河丼 武貞

て .

今春、娘ガ私の愛する母模 関西

大学経済挙部に入学いたしました.

娘の話をきいていると自分の大学の

頃のことが思い出され大挙生活をな

つかしんでいる今日この頃です。

第8期  由良 比抄子

中年太りで饉ガすぐに合わなくな

るのを解消するのと、老後に備えて

ジョギングを始めました.い つか皆

様にシェイプアップされた姿を見て

いただければ幸いです.

第11期 丼上 正彦

苦い時は50歳代なんて老人の崚だ

ったのですよ 実際なってみると、

若いじやないですか  なんて自分

に部合よく著えられるのも50歳の大

台に乗った証拠ですかね.

第 9期  ,治  費洋子

00演 薬会にでるハメになり、卒

業以来はじめてギターをさわり悪曖

苦日しています。

第 9期  鳥丼 正

,現 在、主夫の真っただ中で少な

くとも3年 度は時間が取りにくい状

態です。水仕事でふやけたIBでも、

ギターは触っています。

第10期 小柳 豊茂
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第
３
回
◎
Ｂ
コ
来
年
秋
い
よ
い
よ
開
催

（会
期
）
平
成
１３
年
１０
月
７
日

（日
〕

〈会
場
）
吹
田
市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル

よ
り
決
定
す
る
。
結
果
は
６
月
６
月
共

に
拍
選
も
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
断
念
．

記
載
の
通
り
ｍ
月
７
日
に
決
定
し
た
。

第
３
回
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
過
去
の
デ

ー
タ
に
よ
り
出
演
者
数
が
確
実
に
減
少

す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
た
．
そ
の
打
開

策
の

一
つ
と
し
て
、
ア
ン
サ
ン
プ
ル
の

数
を
増
や
す
事
と
し
た
。
撻
集
と
し
て

は
、
現
在
ま
で
の
応
募
者
が
７２
名
で
、

前
回
の
９９
名
、
前
々
回
の
１
３
９
名
を

大
き
く
下
回
る
事
に
な
っ
た
．

ぜ
ひ
出
演
し
て
下
さ
い

現
状
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
遅
■
は
経

済
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
的
に
も
か

な
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
実
行
委

員
会
で
は
引
き
続
き
出
渡
者
を
３

っ
て

い
ま
す
。
会
期
が
ほ
ぼ

一
年
後
で
、
ど

の
合
奏
　
ア
ン
サ
ン
プ
ル
も
練
習
は
年

明
け
か
ら
に
な
る
よ
う
な
の
で
遅
れ
を

と
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

一
度
、

現
役
時
代
を
思
い
出
し
て
大
き
な
舞
台

に
立

っ
て
み
ま
せ
ん
か
．

波
奏
曲
目
　
出
演
書
名
は
次
真
を
ご

■
下
さ
い
。
問
合
せ
は
実
行
委
員
会
メ

ン
パ
ー
ま
で
．

実行委員会メンバー

滴野豊彦 1棚  実行委員長)高 本健児 (9期, tL本直次 12期)
森兼 弘 1働  本静 淳 崚萌 )

く轟椰■及びアンサンカレリーダー〉
橘由美子 (6期)竹 本真― (9期, 丼上 寧 (9期,
本村浩三 1颯 ,

卒業まもない若い0日、
それほど若くないOB、

そして全燃若くないOBも

ン
サ
ll
ト

PROCRAM

…… …  Ⅲ〈J購 ■ 日置)・・    ‐

の
た
め
出
演

で
き
な
い
と

す
る
会
長
が

多
い
と
い
・つ

理
由
か
ら

開
催
月
を
検

討
し
た
結
果
、

５
月
中
旬
か

ら
下
旬

の
開

催
と
い
う
事

に
な
っ
た
。

し
か
し
、
０
一

場
は
も
ち
ろ

ん
当
方
の
都

合
で
決
め
る

事
の
で
は
な

く
、
月
に

一

度
の
抽
選
に

●

月
　
鳳
村
，

遠

上
　
百
中
腱

平
成
５
年
３
月
に
初
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
　
そ
の
４
年
後
に
第
２
回
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
、
そ
し
て
そ
の
４
年
後

の
平
成
１３
年
１０
月
に
第
３
回
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。
１
回
目

と
２
回
日
は
い
ず
れ
も

「
３
月
」
に
開

催
し
て
き
た
が
、

「
３
月
」
は
年
度
末

期
に
当
た
り
決
算
や
員
動
　
転
動
な
ど

頑張って演楽します.皆 さん、
ぜひ聞きに来て下さい。
もちろん、ニュージョームリョーです.

日 時 :平成12年 12月 10日 (日)
午後12時30分開場、年後 1時■演

会 場 :辻久子記念 弦楽アンサンブルホール

●06-6927-228,

入場料 :無料

哀しみのプレリュード(MDプ ホール)
11月のある日(Lプ ローウェル,
ラ ネグラ(Aラ ウロ,
遺● (Mハ ムリッシュ/● 摯三 :●曲,
ファンタジー (SLヴ ァイス)
口笛の主日による奎姜由(Fソ ル

'
… く自に 2ヨ

`〉

……   … …

タンゴス(モライート チコ)
カバティーナ(Sマ イヤーズ)
スベイン セレナーデ(」マラッツ〕
南のソナチネ(MMポ ンセ)

¨〈

"E3口

照 )… …  …‐‐ ‐ …

前■曲第1■ (Hピ ラ=ロ ポス)
シンプル ツング(佐菫弘和)
クリスマスの歌 (Aバ リオス)

花のワルツ～
くるみ

"り

人形より
(Pチ ヤイコンスキー/Aヨ ーク :●由)

厚 16露,
孝―oom,

保弘 (6●)
逸三

“

0調)
和宏 (10湖,

月
麟 野

名
ホ

矢

浜
古
林

吉童 (36調)
邊菫

“

Om,

健児 (0コ)
●之曖2口,

触
相
籠子 09■ ,

浩三 い0湖,

0」 R凛状● 撃′音●t 東出口より西(大阪方面〕へ向

かい、水蜃会館の角て右折し約20"、 隋段上がって

左すぐ(lt歩的5分
'.●地下晨谷町● 椰島ヨ②番出口より西へ釣650E、率晏

局左手5軒 目(桂歩的8分 ).

(四菫■)
書
" 
―劇●Om)

坂日 年正い6翔,
遠薔  厚い0翔)
■月 孝―

“

8翔)

X30Bは ,役 3回生、40期は2回生です。

: ⌒ 関西大学ギタークラブ

10                              :i昌

"早

;リタL奨禁里帝  :

□
~1コ
ロ
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演奏曲日と出演者名(順未定)一    一―■

うテンアンサン7′L(リーダー會090
く曲 目>① 苺と菫(幕田け)② イパネマの● 0康 色の瞳 0蔭 却0●手 ⑤コンドルは兼んで行く

(幕

"め

}

く出HI>◎ リーダーレキント:浦野 =314期 )
T opG 山□  勉 い4期)
l st  曰丼 彰彦 (5期)中 島
2 nd  中島  晃 (8期)遠 藤
3 rd  宮川 真― (7期〕丼上

フルト  安宅 18夫

“

4FJI)

打楽器 高本 健児 (9期)山 本

るり19期 ■0伸 ―郎い0期)
厚 い0期,綱 丼 良識 131期}
享 19期}口 本 泰久い

"調

)

直次

“

2期)

級
　
紐

期
期
期

見
鶴
淳

千
千姉請
相

翻
期

勉
男益

口
野
山
小画醐

努
正

岡
丼
　
上

吉
鳥
　
丼

目
島
夏
中

期
期

９

６

隆
弘保

崚子 133/J)

利之 131期)

く曲 目>

く出演奢 >

蜘
蜘
嘲
歴
饉
洋
硲
硼
餞
硼
硼
硼
硫
一
鉦

潮
期

之
男
僣
益

隆由 12期}
るり(9期)

三子 (9期) 事 19期)青 木

鮨揮者除く37名)

剛回嘲幽囲囲回幽

勉
教
劇
腔
硼
獄
観
霧

山
麺
版
縮
林
鵡
酪
耕

囲幽蜘回囲剛回剛

田
澪
叡
忍
真．峰
擁
襲

１

２

　

１

２

３

期
期
１
２

弘
二
善
英
本
丼
根
岩

′=ロリクアンサン7rL鮨 揮者餘くつ勧
プランデンブルグ●●曲第3● (1.Sバッハ)

♀倶「
者
ま奎
村
_鯨 テ1遇響澪.

2 nd  遠藤  厚

“

6期)上 月
3 rd  楠本 正行 15期)坂 田
バス  安田 貞之い螂 ,

楠本 正行 15日)
3 rd  富丼 薔之 (4期)稲 生 哲夫 (9期)福 丼
Vocal 咲田 規子 (7期)

X蟄 奏及び2重葉の曲日は
未定です。

坂田 年正

“

6期)+■ 月 孝―

“

鶴調)
西尾 BO久 01期)+中 桐千枝子 03ml
バリのアメリカ人 t」ガーシュイン,

高本 健児 (9期〕十 野中けい子いJJl' +
森兼  弘 い7期)+稲 谷 朋彦い9FJl)

野□仲―郎 い0期)森 兼  弘 い7期)
林  僣之●2期)福 丼 属実●4rJI)

梅垣 日子

“

4期)輛 本 正行 い5期)

小野 益男 12期)藤 本 泰久 13/JI)
長谷川容子 171al秋 野 佳子●4ra)
吉岡  努 10期,大 栗美由紀 13期)

演聴アンサン7rL(リーター3枷硼
く山 目>① 目は颯か■め▲か ②与作 ①化コ爆 α‖0注れのように

く出菫奢>◎ リーダー :竹本 員― (9期)
l st  中島  晃 (8期)饉 丼
2 nd  今日 克忠 (4期)西 尾

く曲 目>① ダイヤモンド ヘッド ②ウオーク・ドント・ラン 0+● 街の■人他

ベンチャ…スアンサン7′ιO_ダ含む80

く出演=>◎ リーダー :橘 由美子 16期)
,st  夏目 隆口

“

2期)林
2 nd  西尾 保弘 (6期)11野
3 rd  山本 直次 12期)
にヽス 蒙  ―明い蜘 )
Pe「c 上田 新平 (6期)

太

０
合 奉

く出菫者 >0指 揮者 :丼上  事 (9期)
l st  中3 るり(8期)夏 目
大川 贅― 17期)本 郷

2 nd  鳥丼  正 (9期)山 本
人坪 日朗 レ0期)日 中

3 rd  今回 克忠 (4期)竹 本
江島  茂 い4期)表 具

4 th  長谷川 進 (2期)自 丼
岸本 孝司い3FJI)流野

り]'  野中けい子

“

●調〕

独 奉

くクラシック2■●〉
くフラメンコ2菫奏〉
くクラシック4菫姜〉

目>① アルハンプラの風い出(タレガ
' 
②火彙りの■り{ファリャ

' 
③グラナダ(アルベニス)

④アストリアス(アルペニス)⑤ タンゴ ニ長口(アルベニス
'

重 春
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回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
」

「第

５
回
Ｏ
Ｂ
会
独
重
奏
波
奏
会

」
の
準
備
進
行
状
況
の
報
告

が
各
担
当
者
か
ら
な
さ
れ
た
．

ま
た
、
本
年
は
特
別
議
題

と
し
て
本
崚
１
頁
に
記
載
し

た
よ
う
に
竹
本
氏
の
会
長
ヘ

の
立
候
補
が
あ
り
　
満
場

一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

て
保
管
し
て
下
さ
い
．
出
来
れ
ば
チ
ェ

ッ
ク
し
て
本
体
の
方
へ
転
記
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
．

０
，
９
９
９
９
，
Ｖ
×
？
マ
，
マ
ゞ
？
０
０
０
０
０
０

■
お
侮
み
申
し
上
げ
ま
す

藝
田
真
智
子
さ
ん

＝^
期

旧
艦

石
川
）

本
年
７
月
２
日
一日
一
、
午
前
４
時
１６
分
、

乳
ガ
ン
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
．

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

く出

"キ

氏名―■)
1コ/● 本●弘 5■ /口 丼攀● 6口 /薔 屋■弘 9口 /竹 ホ■―
9n/■ 生哲夫 0錮 /■ ホ●■ 12口/山 本●次 11口/岸 本手罰
14自/山 口 触 16日/輛ホエ行 17日/● 薔 弘 19n/ホ 村藩三
21●/田中 菫 33● (■役ロロ生)/山 野薔―

“

 大田「子

L]L 商| ―口 光相
◎B会役員組織図

９
期

竹
本
■

一

９
期

高
本
掟
児

７
期

金
銅
意
澤
子

●
期

末
村
浩
三

５
期

名
倉
武
英

６
期

上
国
新
平

６
期

西
尾
裸
弘

平成12年改定

慟
田
饉
口
”
口
員

”
期

小
林
千
晃
　
一□
円
‐―
―コー□

″
期

日
本
秀
司

１１
期

森
寮
　
弘

“
期

岸
本
幸
司

８
翔

松
本
■

一

５
期

日
井
彰
彦

６
期

上
田
新
平

９
期

高
本
腱
児

「

出̈
¨
勅
卿
　
古
坦

「

”
期

松
下
　
茂
樹

―

“
期

日
中
　
　
一旦

―

”
鯛

上
野
　
麟
正

―

”
期

南
方
　
　
浩

‐
‐
――
期

八
●
　
純
ニ

ー

”脳
”
鈴
木
　
尚
文

―

”
期

西
原
　
　
努

―

”
鶴

上
吉
代
英
弐

―

”
鶴

南
口
　
　
大

―

“
期

桝
井
　
■
路

―

”
期

寺
西
　
智
明

‐　
“
期

■
井
　
月
栞

―

”
翔

北
島
　
和
彦

―

”
期

日
中
　
　
忍

―

“
期

上
月
　
幸

一

―

“
期

大
川
　
浪
人

―

“
期

楠
本
　
正
行

―

“
翔

山
口
　
　
勉

―

″
翔

山
本
　
直
次

Ｉ

Ｈ
期

井
上
　
正
彦

Ｉ

Ю
期

満
野

　
一
則

１

４
期

八
島
　
　
政

１

２
翔

柳
日
　
周
橘

１

１
期

縦
本
　
書
弘
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第5期
日井 彰彦

久
し
ぶ
り
の
顔
、
三
十
年
ぶ
り
、
５

年
ぶ
り
、
前
回
の
Ｏ
Ｂ
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
互
い
に
あ
い
さ
つ
、
忙
し
い
所
ス
マ

ン
ナ
ー
、
ほ
ん
ま
に
よ
う
来
れ
た
な
あ
、

元
気
か
、
お
ま
え
ヽ
変
ら
ん
な
あ
、
奥

さ
ん
元
気
か
、
子
供
さ
ん
は
、
お
ふ
く

―

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
う
ち
ゆ
っ
く
り

と
会
え
る
日
が
来
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
の
だ
っ
た
が

ご
主
人
の
８
期
の
藤
田
先
輩
と
ゴ
ル

フ
会
で
繋
が
り
の
深
い
森
兼
氏
よ
り
訃

報
が
届
い
た
の
は
８
月
初
旬
の
事
た

，

た
。
動
転
し
た
私
は
す
ぐ
に
ｎ
期
主
幹

の
井
上
君
に
連
絡
、
そ
の
他
Ｏ
Ｂ
に
も

出
会
う
毎
に
告
げ
て
い
っ
た
。
皆
に
知

っ
て
も
ら
っ
て
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
い

た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

誰
レ
も
が

「死
」
を
避
け
て
は
通
れ

な
い
し
、
Ｏ
Ｂ
会
に
於
て
も
今
後
こ
の

手
の
報
告
が
増
え
て
く
る
の
は
当
然
の

事
だ
が
、
こ
ん
な
に
身
近
で
ま
た
、
自

分
よ
り
若
い
人
と
な
る
と
な
お
忍
び
難

い
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
．

藤
田
先
輩
も
お
身
体
を
大
切
に
．
真

智
子
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
．

藤
田

０
姓
者
Ｕ
真
智
子
さ
ん
を
偲
ん
で

第
９
翔
　
吉
本
　
健
児

の
だ

っ
た
．

卒
業
後
”
年
程

の
歳
月
を
経
て
吹

回
の
メ
イ
ン
ア
タ

ー
で
お
見
か
け
す

る
機
会
は
あ
っ
た

が
声
を
掛
け
る
ま

で
に
は
至
ら
な
か

，
た
。
現
在
Ｏ
Ｂ

会
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
な
わ
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淀
川
河
川
敷
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

第
１
回
目
は
山
登
り
で
、
そ
の
後
は
　
　
場
所
は
２
年
連
続
し
て
使
用
し
て
き
た

公
園
等
々
に
行
っ
て
き
た
リ
ク
レ
ー
シ
　
　
千
里
中
央
公
園
、
の
つ
も
り
で
機
関
紙

ョ
ン
で
す
が
、
あ
る
と
き
か
ら
何
故
か
　
　
に
も
案
内
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、
開

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
化
し
て
し
ま
，
　
　
催
日
の
寸
前
に
木
村
浩
三
氏
よ
り
同
公

た
こ
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
昨
年
も
や
　
　
日
が

「バ
ー
ペ
キ
ュ
ー
禁
上
」
に
な
っ

。
ば
リ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
で
し
た
。
　
　
た
と
の
情
報
を
得
、
急
蟷
淀
川
の
河
川

，
て
い
た
た
め
木
村
氏
に
わ
ぎ
わ
ざ
北

一〓
　

昨
年
１２
月
２７
日
土
曜
日
　
六
甲
国
際

千
里
駅
ま
で
迎
え
に
，

っ
て
も
ら
う
と

一〓
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
第
１２
回
伍
機
会
ゴ

い
う
大
送
感
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
〓
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
．
お
よ

や
は
り
下
見
は
し
て
お
か
な
く
て
は
ネ
．
〓
そ
５
年
半
ぶ
り
の
同
コ
ー
ス
で
の
コ
ン

，
加
者
は
い
つ
も
の
竹
本
氏
、
高
本

一〓
ぺ
で
し
た
が
　
快
晴
に
意
ま
れ
強
コ
ー

氏
、
稲
生
氏
の
９
期
組
に
木
村
氏
の
幹

一一
ス
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
和
気
あ

事
４
人
、
そ
れ
に
パ
ー
ペ
キ
ュ
ー
書
員

一一
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

提
供
の
１９
期
の
前
田
氏
、
初
，
加
の
１６

一〓
　

お
加
者
は
Ｏ
Ｂ
Ю
名
で
優
勝
者
は
、

期
　
遠
●
氏
と
エ
ス
パ
ー
こ
ャ
か
ら
ｍ

〓一
伍
線
会
会
長
の
Ю
期
籠
田
さ
ん
で
し
た
．

期
の
浅
野
氏
、
マ
マ
さ
ん
、
土
井
さ
ん

一〓
檬
田
氏
は
、
グ
ロ
ス
が
プ
ー
ビ
ー
に
も

着
手
Ｏ
Ｂ
の
３５
期
の
塚
回
氏
、
３６
期
の

に
１１‐

伍

線

会

敗
で
行
な
う
事
に
し
ま
し
た
．
と
こ
ろ
一〓

が
当
日
の
集
合
場
所
が
北
千
里
欧
と
な

一〓

幹
事
　
第
ロ
ロ
　
〓
兼
　
弘

か
か
わ
ら
ず
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
に
改

わ
れ
て
“
と
い
う
高
ハ
ン
デ
ィ
を
獲
得

し
て
の
優
勝
だ
っ
た
だ
け
に
Ｏ
Ｂ
か
ら

非
難
と
罵
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
本
年
１２
月
２
日
土
曜
日
、

前
回
と
同
じ
く
六
甲
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
、
コ
ン
ペ
を
行
な
い
ま
す
．
Ｏ
Ｂ

総
会
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
が
久
々
に
１５
名
を
越
え
そ
う
で
、
賑

や
か
な
コ
ン
ペ
に
な
り
そ
う
で
す
。

ロ

ーーー

１１１

１１１

１１１

１１‐

――‐

―――

‐
――
―――

――‐

――‐

――‐

――‐

―――
――‐

―
―‐
―――

‐
――

っ
と
寒
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
特
に

候
補
地
も
な
く
又
、
淀
川
で
や
る
事
に

し
ま
し
た
．
ア
ツ
爛
を
用
意
し
て
お
き

ま
す
の
で
皆
さ
ん
、
奮

，
て
ご
参
加
下

さ
い
ネ
．　
一左
項
参
照
一

丸
谷
氏
と
Ｏ
Ｂ
の
ご
家
族
を
加
え
て
大
　
　
本
君
と
決
し
て
引
け
は
取
ら
な
い
て
、

賑
い
の
Ｏ
Ｂ
違
．
逆
に
現
役
生
は
ち
ム
　
　
と
い
う
メ
ン
パ
ー
ト？
一が
参
加
し
て
く

，
と
少
な
く
５
人
で
し
た
が
、
部
長
の
　
　
れ
ま
し
た
。

安
口
君
　
次
期
部
長
の
浜
口
書
、
そ
れ
　
　
　
今
年
の
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
１２

に
４
回
生
の
大
塚
君
、
前
田
君
、
井
手
　
　
月
に
突
入
し
て
し
ま
い
、
屋
外
は
ち
ょ

|||'十 IH十11HI十 `I X+十 HII,(1:メ |IH十 11メ: メ||メ十klX I I`十1卜+|IHII,`|IH十 IHIIIメ ||,

▼と き :12月3日(日)午 前10時

地下鉄 西中島南方駅②番出□改札前集合

'と

ころ :淀川河川叡 西中島公□
(地下鉄、阪急〈南万)より徒歩鉤5分)

,贅  用 :大人3000円

子供2000円 (小学生以下無料)
現役生1500円

く問合せ>福生哲夫 i

木村治三 ,

第12回現役合同リクレーション

〈
""糞 "北 "=で

未られる●合)

十三出口、は,を Uタ ーン

〈

“―

H行 =“ れる0●)

●中島出口、

"■

を菫適

十

〓
出
０
　

　

１
１
１


